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平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
６
号
）
お
よ
び
３
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
平
成　

29

30

年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
４
特
別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ
た
り

審
査
さ
れ
ま
し
た
。
３
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
を
、
４
・
５
面
上
段
で
は
歳
出
を

中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ででででででででででででででででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののののののののののののののののの審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
篠

宮
正
明
委
員
長（
自
民
ク
ラ
ブ
）、

沢
田
孝
康
副
委
員
長（
公
明
党
）

の
下
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、　

年
度
の
補

２９

正
予
算
案
の
審
査
の
後
、　

年
３０

度
当
初
予
算
の
総
括
説
明
お
よ

び
こ
の
説
明
に
対
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歳
出

を
中
心
と
し
た
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　

年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

３０
て
は
、
重
点
施
策
と
し
て
、
行

財
政
改
革
の
推
進
、
生
活
の
快

適
性
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
へ
の
支
援
、
活
力
あ
る

学
校
づ
く
り
の
４
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
、
陰
歳
入

の
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、
経

済
情
勢
を
的
確
に
把
握
分
析
し
、

税
制
改
正
の
動
向
等
を
十
分
勘

案
し
た
上
で
、
さ
ら
に
精
度
を

向
上
さ
せ
た
年
間
収
入
見
込
額

を
見
積
る
こ
と
な
ど
４
項
目
、

隠
歳
出
削
減
に
向
け
て
は
、
改

訂
後
の
財
政
健
全
経
営
計
画

「
実
行
プ
ラ
ン
」
に
示
し
た
事

項
は
、
年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

従
い
確
実
に
反
映
さ
せ
、
実
施

に
伴
う
必
要
経
費
は
、
特
定
財

源
の
確
保
お
よ
び
実
施
体
制
と

実
施
手
法
に
こ
れ
ま
で
以
上
の

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
一
般
財

源
を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど
７
項

目
、
韻
普
通
建
設
事
業
の
要
求

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
お
よ
び
施
設
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
要
求
し
、

や
む
を
得
ず
、
優
先
順
位
を
変

更
す
る
場
合
に
は
、
関
係
所
管

と
よ
く
調
整
し
た
上
で
要
求
す

る
こ
と
な
ど
２
項
目
、
吋
基
金

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
は
、
災
害
発
生
時
や
年

度
中
の
資
金
繰
り
に
備
え
一
定

額
の
積
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、「
実
行
プ
ラ
ン
」
で

示
さ
れ
た
水
準
を
維
持
す
る
た

め
、
投
入
を
極
力
抑
制
す
る
こ

と
な
ど
２
項
目
、
右
外
部
評
価

等
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
学
識

者
お
よ
び
公
募
市
民
等
の
視
点

か
ら
実
施
し
た
外
部
評
価
の
結

果
お
よ
び
施
策
評
価
・
事
務
事

業
評
価
結
果
の
方
向
性
を
踏
ま

え
、
必
要
に
応
じ
て
予
算
反
映

す
る
こ
と
、
宇
特
別
会
計
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
に
準
じ
て
適
切
に
見
積
る
こ

と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

３０

案
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
４３１

億
９
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比　

億
５
４
０
０
万
円
、　

％

１９

４.７

の
増
で
あ
り
、
４
特
別
会
計
と

合
わ
せ
た
総
額
は
、　

億
５
６

７０３

０
９
万
９
千
円
、
前
年
度
比
２

億　

万
７
千
円
、　

％
の
減
と

６７０

０.３

一般会計および特別会計予算額
増減率２９年度

当初予算額
３０年度
当初予算額区　　分

４.７%４１２億４０００万円４３１億９４００万円一般会計

△７.４%２９３億２２８０万６千円２７１億６２０９万９千円特別会計

△１５.９%１４８億３２９０万８千円１２４億７５４９万４千円国民健康保険特別会計

６.１%２８億５１３５万６千円３０億２５９６万５千円後期高齢者医療特別会計

２.２%８５億７３８７万円８７億５８２８万５千円介護保険特別会計

△５.３%３０億６４６７万２千円２９億２３５万５千円下水道事業特別会計

△０.３%７０５億６２８０万６千円７０３億５６０９万９千円合計
※△はマイナスを表します

基金の状況
備　　考増　減　額２９年度末

現在高見込
３０年度末
現在高見込区　　分

繰入金
１４億４３３９万３千円△１４億４２６７万８千円３５億９７５６万５千円２１億５４８８万７千円財政調整基金

１千円３２万３千円３２万４千円減 債 基 金
△６億２５６８万４千円２４億２７７８万８千円１８億２１０万４千円特定目的基金

２万５千円７４６６万６千円７４６９万１千円ふるさと創生
基金

繰入金
３億６２０万９千円△３億６００万４千円７億６２０万５千円４億２０万１千円公共施設等整

備基金
２０２９万６千円９億５１３２万円９億７１６１万６千円みどりの基金

３万５千円１億６１９万１千円１億６２２万６千円自転車等駐車
場整備基金

繰入金
１億２１１１万円△１億２１０５万１千円１億７９４９万７千円５８４４万６千円都市計画事業

基金
繰入金
２億１９０９万円△２億１９０４万３千円２億３４１２万円１５０７万７千円教育振興基金

５万８千円１億７５７８万９千円１億７５８４万７千円郷土美術館建
設基金

繰入金
２０億８９８０万２千円△２０億６８３６万１千円６０億２５６７万６千円３９億５７３１万５千円合　　計

※△はマイナスを表します

年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会

　

年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派派

３０３０の
意
見
表
明

の
意
見
表
明
・・
賛
否
討
論

賛
否
討
論（（
要
旨
）

要
旨
）

　

３
面
か
ら
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、　

日
の
本
会
議
で　

２７

３０

年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
面
か
ら
５
面
の

下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
り
ま
し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
説
明
に
対

す
る
質
疑
か
ら
】

質
問 
財
政
調
整
基
金
の
現
在

高
に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
見

通
し
は
。

市
長　

繰
り
入
れ
後
の
予
算
上

の
残
高
は
、　

億
円
を
上
回
り
、

２０

財
政
健
全
経
営
計
画
で
掲
げ
て

い
る
財
政
規
律
を
保
持
す
る
こ

と
は
で
き
た
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で

市
税
収
入
が
大
幅
に
増
え
る
こ

と
は
期
待
で
き
ず
、
一
方
で
社

会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
は

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
国

に
よ
る
抜
本
的
な
地
方
財
政
対

策
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
、
今

後
の
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

推
進
等
の
た
め
に
必
要
と
な
る

臨
時
的
経
費
に
経
常
的
一
般
財

源
を
充
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
こ
に
財
政
調
整
基
金
を

投
入
す
る
構
造
が
変
え
ら
れ
な

い
と
、
今
後
も
現
在
の
財
政
調

整
基
金
の
水
準
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。

未
来
に
向
け
て
市
民
生

活
安
定
の
市
政
運
営
を

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

３０
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら
意

見
を
申
し
述
べ
る
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
新
児

童
館
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
の
開
設
は
市
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
も
の
と
評
価
す
る
。

　

上
の
原
の
ま
ち
づ
く
り
は
市

民
の
期
待
も
大
き
く
し
っ
か
り

進
め
て
欲
し
い
。

　

「
予
算
編
成
方
針
の
概
要
」

に
お
い
て
、「
財
政
の
健
全
性

を
保
ち
な
が
ら
、
若
い
人
が
住

み
た
い
、
全
て
の
市
民
が
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
へ
向
け
、
着
実
に
歩
む
た
め

の
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
、

さ
ら
に
市
政
を
前
進
さ
せ
て
い

く
考
え
方
を
示
し
て
き
た
。
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、　
３０

年
度
重
点
施
策
に
重
き
を
置
き
、

効
果
的
に
財
源
を
配
分
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。

　

自
民
ク
ラ
ブ
の
所
信
表
明
へ

の
質
問
に
対
し
て
、
並
木
市
政

２
期
目
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
わ
が
市

を
取
り
巻
く
厳
し
さ
に
つ
い
て
、

超
高
齢
社
会
へ
の
進
行
に
よ
る

人
口
減
少
、
人
口
構
造
変
化
と
、

公
共
施
設
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
へ
の
対
応
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
平
成　

年
作
成
の

２７

「
東
久
留
米
市
公
共
施
設
白

書
」
で
は
、
将
来
更
新
費
用
は
、

総
額
で　

億
４
千
万
円
と
試
算
。

６２４

こ
の
財
源
捻
出
も
含
め
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方

が
、
今
後
の
市
政
運
営
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
。
東
久
留
米
市
の

魅
力
を
高
め
、
子
育
て
世
帯
を

は
じ
め
と
し
た
若
い
世
代
や
担

税
世
代
が
住
み
た
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
さ
ら
に
健
全
な
財

政
運
営
と
持
続
的
成
長
が
図
れ

る
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
、
若

い
世
代
が
住
み
た
い
ま
ち
、
高

齢
の
方
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

個
別
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

申
し
上
げ
る
。
陰
保
育
園
の
待

機
児
解
消
策
に
よ
る　

名
分
の

１７８

待
機
児
解
消
を
見
込
ん
で
お
り
、

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
進
め
て
欲
し

い
。
隠
経
済
が
活
気
あ
る
ま
ち

に
向
け
、
市
の
産
業
振
興
に
有

意
義
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い
。
韻
都
市
農
業
の
支
援
お

よ
び
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
、

吋
都
市
計
画
道
路
、
局
所
的
な

豪
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
対
策
、

所
沢
街
道
の
安
全
・
安
心
の
整

備
等
の
自
然
と
調
和
し
た
安
全

で
快
適
な
ま
ち
に
向
け
た
取
り

組
み
と
早
急
な
対
応
、
右
恒
久

的
な
自
転
車
等
駐
車
場
の
確
保

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
宇
行
財
政

改
革
で
未
来
へ
つ
な
が
る
ま
ち

に
つ
い
て
、
市
民
と
と
も
に
本

市
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状
を

共
有
し
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
、

プ
ラ
ス
思
考
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。
烏
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
は
、

施
設
の
集
約
化
や
複
合
化
、
民

間
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
な
ど
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
進
め
る

よ
う
求
め
る
。
羽
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
充
実
し
た
教

育
の
推
進
を
要
望
す
る
。
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
、

中
央
図
書
館
の
指
定
管
理
者
導

入
へ
の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
迂
運

動
施
設
を
活
用
し
た
機
運
醸
成

の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
の

期
待
も
高
い
、
上
の
原
地
区
の

新
た
な
野
外
運
動
施
設
開
設
を

し
っ
か
り
と
推
進
し
て
欲
し
い
。

　

そ
の
他
４
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

　

並
木
市
政
の
２
期
目
に
大
き

く
期
待
す
る
。
私
た
ち
自
民
ク

ラ
ブ
も
、
並
木
市
政
と
と
も
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
民
ク
ラ

自
民
ク
ラ
ブブ

本会議の様子を見てみませんか
　次回６月開催の第２回定例会よりパソコンに加えて、
スマートフォン、タブレット端末で本会議の録画映像を
見ることができるようになります。
　 　で　 し、ぜひ
ご覧下さい。
東久留米市議会　映像配信 検検索索←←

３０年度予算案に対する各会派の意見表明・賛否討論を見るには？
【検索方法】
　東久留米市ホームページ▶市議会▶映像配信▶会議名で検索
　▶平成３０年第１回定例会▶本会議（第８日）▶再生


